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１．法人の概要 
 名 称  学校法人 森岡学園（昭和４３年５月８日法人設立） 
 代表者  理事長 市 田  守 男     
 住 所  大阪市住之江区南港中 4 丁目 4 番 32 号   
 電 話  ０６－６６１３－０８００ 
 ＦＡＸ  ０６－６６１３－０８０１ 
 設置する学校  
    住 所 大阪市住之江区南港中 4 丁目 4 番 32 号   
    名 称 住の江幼稚園      幼稚園型認定こども園 
        すみのえひよこ保育園  認可保育園 
 役 員   理 事 5 名   監 事 2 名 
 評議員   11 名 
 理事会   2 回開催   評議員会 2 回開催 
 職 員   28 名 非常勤含む 
２．事業概要 
 （ 住の江幼稚園 ） 
 ≪教育方針≫ 
   素直で明るく元気な子ども、健康で豊かな心をもつ子ども、すすんで参加し仲良

く遊ぶ子ども 
 ≪教育内容≫ 
   「のびのび いきいき わくわく」をキャッチフレーズに日々の保育に取り組   

んでいます。 

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 3 100 3 105 3 105 9 310

29年度 3 75 3 83 3 89 9 247

クラス数計 園児数計
３歳児 ４歳児 ５歳児

 

 ≪保育時間≫≪納付金≫≪入園時の費用≫≪預り保育内容及び費用≫については別

途、重要事項説明書に記載。 
 ≪行事実施状況≫ 
  七夕まつり、お泊り保育（年長）、運動会、造形あそび、絵画展、野点、バザー、

生活発表会、音楽会、町会のまつり、小学校のイベントなどを通じて、地域との交

流を深めている。 
 ≪施設関係≫ 

園地面積 ２，０００㎡  運動場面積 ８４０㎡ 
≪事業報告≫ 

本園は、平成 26 年度より幼保連携型認定こども園となり、平成 27 年度より、子

ども子育て新制度による、幼稚園型認定こども園 住の江幼稚園と認可保育園 



すみのえひよこ保育園になった。幼稚園は 3.4.5 歳児、保育園は 0.1.2 歳児が在園

している。 
平成 29 年度の事業は、新制度 3 年目となり、保護者の協力を得て役職員の真摯

な努力により、着実に運営することができた。財政面でも安定した運営ができて

いる。 



 

 

監 査 報 告 書 
 

平成 30 年 5 月 30 日  

 

学校法人 森岡学園  

理事会・評議員会 御中  

 

学校法人 森岡学園  

監 事 谷口登一  

監 事 西田昌功  

 

私たちは、学校法人森岡学園の監事として、私立学校法第３７条第３項及び寄附行

為第１６条に基づいて同学園の平成 29 年度（平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月

31 日まで）における業務及び財産の状況について、理事会その他重要会議に出席する

ほか、理事長から学校運営の報告を聴取し、重要書類を閲覧し、会計監査人から報告

説明を受け、事業報告書及び計算書類等を調査いたしました。  

監査の結果、私たちは、同学園の業務及び財産の状況に関して不正の行為又は法令

若しくは寄附行為に違反する重大な事実は認められませんでした。  

また、財務に関する計算書類は学校法人会計基準に準拠しており、学校法人森岡学

園の平成 30 年 3 月 31 日現在の財務状態及び同日をもって終了する会計年度の経営状

況を適正に表示しているものと認めます。  

 

（注）監事 谷口登一 及び監事 西田昌功 とも私立学校法第３８条第５項に定め

る外部監事であります。  

 



学校法人 森岡学園 住の江幼稚園 学校関係者評価 

 

 住の江幼稚園の学校関係者評価は、在園児の保護者からのアンケ

ート、また保護者会での意見交換会での意見などの「声」を集めた

うえで、下記評価委員の会議で保護者会の代表（会長）の総括を住

の江幼稚園の自己評価、学校評価に表示します。 

 

 

評価担当者    住の江幼稚園保護者会会長 

 

 

評価について   特に指摘すべき事項はなく妥当であると認め

られる。 

 

 

学校法人 森岡学園 住の江幼稚園 

学校関係者評価委員名簿 

住の江幼稚園保護者会 会長 

住の江幼稚園保護者会 副会長 

住の江幼稚園保護者会 副会長 

住の江幼稚園保護者会 監事 

以上４名 



自己評価結果公表シート 
作成 住の江幼稚園 

１． 本園の教育目標 
 
教育理念「たくましく生きる力を育む」 

 
教育目標「素直で明るく元気な子ども。 

  健康で豊かな心をもつ子ども。 
  すすんで参加し仲よく遊ぶ子ども。」 

 
教育方針「のびのび、いきいき、わくわく。」 

 
幼児の主体的な活動としてのあそびを充分に確保し、あそびを通して、た

くましく生きる力を育むことを目指している。 
 

 
２． 本年度、重点的に取り組む目標・計画 

 
幼稚園教育要領が改訂されたことを踏まえ、今後も従来どおり園内研修を

実施し、幼稚園教育課程の内容を確認し教職員の研鑽を深める。 

 
３． 評価項目の達成及び取組状況 

評価項目 取組状況 

チーム保育などにおける教

諭間の協力的な指導の状況 
フリー、職員室チーム(教務等)と担任との連

携状況は良好である。今後も職員会議等を通

してコミュニケーションを図っていく。 

幼稚園の状況を踏まえて、

中・長期的なビジョンと計

画を策定する。 

新幼稚園教育要領にも示されているように、

幼稚園に求められる社会的なニーズも変化

してきている。こうした背景を踏まえて、本

園がこれから長期的にどのような社会ニー

ズを答える必要があるか、具体的に検討を始

めている。 



職員研修について 園外研修にも積極的に参加している。園内研

修については、重点計画に記載のとおりであ

る。今後も教育の質の向上のために充実した

研修を実施する。 

保護者のニーズの把握につ

とめ、要望や苦情に適切な

対応をはかる。 

行事等についてアンケートを実施。出された

意見に対して、必要なものについては園の考

え方を示し、改善すべきものは改善するよう

に取り組みつつある。 

 
４． 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

取り組むべき課題について、全教職員が共通に理解し、それぞれ自己評価

し、取組状況を話し合うことを通して、本園としての方針を明確にするこ

とができ、それを実践する礎とすることができた。 
 
５． 今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取り組み方法 

安全管理 不審者情報が市教育委員会や警察から、随時提供さ

れるようになってきたが、それに対する園での対応

が充分ではないので、施設面での対応と、教員の意

識づけ、並びに危機管理マニュアルの作成を行ない

たい。 

預かり保育 保護者の実情や要望による預かり保育の実施状況を

把握し、分析して今後の預かり保育に反映させる。 

園に対する保護者

の満足度の把握 
建学の精神に則った、私学の独自性に充分配慮しつ

つ、子育て中の保護者が期待する幼稚園像を把握し、

現代社会において求められる幼稚園の姿を確認する

ことで、本園のビジョンを策定する基礎としたい。 
 
６． 学校関係者の評価 

特に指摘すべき事項はなく、妥当であると認められる。 
 
７． 財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 



４．財務状況 学校法人 

資金収支計算書 （単位:円） 消費収支計算書 （単位:円）
　　科　　　　目 平成26年度 　　科　　　　目 平成26年度

学生生徒等納付金収入 73,051,400 学生生徒等納付金 73,051,400
手数料収入 6,310,000 手数料 6,310,000
寄付金収入 0 寄付金 0
補助金収入 139,705,910 補助金 139,705,910
資産運用収入 3,599,886 資産運用収入 3,599,886
資産売却収入 0 資産売却差額 0
事業収入 35,288,970 事業収入 35,288,970
雑収入 5,601,624 雑収入 5,601,624
借入金等収入 0 帰属収入合計 263,557,790
前受金収入 0 基本金組入額合計 △ 336,000
その他の収入 159,859,152 消費収入の部合計 263,221,790
資金収入調整勘定 △ 9,368,516 人件費 141,866,349
前年度繰越支払資金 79,770,166 教育研究経費 46,993,815

収入の部合計 493,818,592 管理経費 66,686,491
人件費支出 141,866,349 借入金等利息 79,920
教育研究経費支出 39,542,812 資産処分差額 355,359
管理経費支出 59,150,361 徴収不能額 0
借入金等利息支出 79,920 消費支出の部合計 255,981,934
借入金等返済支出 28,330,000 当年度消費収入(支出)超過額 7,239,856
施設関係支出 18,839,388 前年度繰越消費収入(支出)超過額 84,327,582
設備関係支出 4,830,979 基本金取崩額 0
資産運用支出 51,122,197 翌年度繰越消費収入(支出)超過額 91,567,438
その他の支出 137,984,641
資金支出調整勘定 △ 21,910,923
次年度繰越支払資金 33,982,868

支出の部合計 493,818,592

貸借対照表 （単位:円） 財産目録 （単位:円）
資　産　の　部

　　科　　　　目 平成26年度 １．資産総額 679,286,821
固定資産 546,703,343 Ⅰ固定資産 546,703,343
流動資産 132,583,478 Ⅱ流動資産 132,583,478

資産の部合計 679,286,821
負　債　の　部 ２．負債総額 180,245,968

　　科　　　　目 平成26年度 Ⅰ固定負債 44,376,000
固定負債 44,376,000 Ⅱ流動負債 135,869,968
流動負債 135,869,968

負債の部合計 180,245,968 ３．正味財産 499,040,853
基　本　金　の　部

　　科　　　　目 平成26年度
第１号基本金 414,713,271
第２号基本金 0
第３号基本金 0
第４号基本金 0

基本金の部合計 414,713,271
消 費 収 支 差 額 の 部

　　科　　　　目 平成26年度

84,327,582

消費収支差額の部合計 84,327,582
　　科　　　　目 平成26年度

679,286,821

森岡学園

翌年度繰越消費収入（支出）
超過額

負債の部、基本金の部及び消費
収支差額の部合計



１．法人の概要 
 名 称  学校法人 森岡学園（昭和 43 年 5 月 8 日法人設立） 
 代表者  理事長 市 田  守 男     
 住 所  大阪市住之江区南港中４丁目 4 番３２号   
 電 話  ０６－６６１３－０８００ 
 ＦＡＸ  ０６－６６１３－０８０１ 
 設置する学校  
    住 所 大阪市住之江区南港中 4 丁目 4 番 32 号   
    名 称 住の江幼稚園 
 役 員 
    理 事 5 名   監 事 2 名 
 評議員   11 名 
 理事会    3 回開催  評議員会   3 回開催 
 職 員   22 名 
２．事業概要 
 （ 住の江幼稚園 ） 
 ≪教育方針≫ 
   素直で明るく元気な子ども、健康で豊かな心をもつ子ども、すすんで参加し仲良

く遊ぶ子ども 
 ≪教育内容≫ 
   「のびのび いきいき わくわく」をキャッチフレーズに日々の保育に取り組   

んでいます。 

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数

定　員 3 75 4 140 4 140 11 355

24年度 4 96 3 102 3 92 10 290

25年度 3 75 4 108 3 102 10 285

26年度 3 75 4 108 3 102 10 285

クラス数計 園児数計
３歳児 ４歳児 ５歳児

 
 ≪保育時間≫ 
  月～金曜日 午前８時３０分～午後２時 
  第３土曜日 午前８時３０分～午前１１時３０分 
 ≪納付金≫ 
  保育料     年額３００，０００円（１２分割均等納付） 
  給食費 週３回   一食  ３５０円（週２回弁当） 
  バス維持費     月額２，３００円 
 ≪入園時の費用≫ 
  入園料   ５０，０００円 
  施設費   ２０，０００円 
 ≪預り保育内容及び費用≫ 



  月～金曜日 午後２時～午後６時 
  夏冬春休み中の預かり保育は、午前８時３０分～午後６時 
  月払い８，０００円 
 ≪行事実施状況≫ 
   七夕まつり、お泊り保育（年長）、運動会、造形あそび、絵画展、野点、バザー、

生活発表会、音楽会、町会のまつり、小学校のイベントなどを通じて、地域との交

流を深めている。 
 ≪施設関係≫ 

園地面積 ２，０００㎡  運動場面積 ８４０㎡ 
２階トイレの改修工事。大型園庭遊具アイビーＨＡＧＳを設置した。農園工事。 
園舎天井修繕。 

 ≪設備関係≫ 
 お知らせボード、園児用机・椅子、ビデオ、テント、ノートパソコン、和太鼓等を

取得。ピアノ調律。スクールバスを買替。 
≪事業報告≫ 

平成２６年度の事業は、前年度と園児は変わらず、保護者の協力を得て役職員

の真摯な努力により、着実に運営することができた。 
財務面では、消費収支計算書を見ると、帰属収入合計が前年比２．７９％の増

収となった。消費支出の部合計は、１４．８８％上昇した。帰属収支差額は、プ

ラス７，５７５千円となり前年度（３３，５９７千円）より減少したものの経営

状況は安定している。 
収入面では、手数料収入の増加が増収要因となった。 
支出面では、保育所部門の人件費が加わり３３．７３％上昇した。経費は、圧

縮に努め、資産処分差額が減少したが支出の部合計で前年比１４．８８％上昇し

た。経営状況の目安である帰属収支差額比率は、２．８７％のプラスとなり、全

国平均（大阪府平均）を下回っている。 
また、人件費比率は、５３．８３％となり、全国平均（大阪府平均）を上回っ

ている。 
次年度繰越支払資金は、施設・設備関係支出があり、前年度繰越支払資金を下

回ったが、第４号基本金の額（１４，０００千円）を相当上回る額の支払資金を

保持できているので、資金繰りは問題ない。 
自己評価については、確実に実施し公表している。更に、その自己評価の内容

を、学校評価委員会で検討し内容を別紙のとおりまとめた。内容を精査・検討し

新年度の評価項目を策定することとした。 

 【基本金】 学校法人会計基準に内容、種類が以下の通り規定されている。   

第２９条  学校法人が、その諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するた

めに維持すべきものとして、その帰属収入のうちから組み入れた金額を基本金とする。  



第３０条  学校法人は、次に掲げる金額に相当する金額を、基本金に組み入れるもの

とする。  

一  学校法人が設立当初に取得した固定資産（法附則第二条第一項に規定する学校

法人以外の私立の学校の設置者にあっては、同条第三項の規定による特別の会計を

設けた際に有していた固定資産）で教育の用に供されるものの価額又は新たな学校

（専修学校及び各種学校を含む。以下この号及び次号において同じ。）の設置若し

くは既設の学校の規模の拡大若しくは教育の充実向上のために取得した固定資産

の価額  

二  学校法人が新たな学校の設置又は既設の学校の規模の拡大若しくは教育の充実

向上のために将来取得する固定資産の取得に充てる金銭その他の資産の額  

三  基金として継続的に保持し、かつ、運用する金銭その他の資産の額  

四  恒常的に保持すべき資金として別に文部科学大臣の定める額 

前年度の消費支出の人件費（退職金を除く）、教育研究経費及び管理経費（それ

ぞれ減価償却額を除く）、借入金等利息の合計を１２で除した額で１００万円単

位。 

 
３．財務状況 
  別紙参照。 




